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To date， male roles have generally been considered to indude success and achievement at work， 

both physical and psychological strength and independence， emotional regulation， and not being 

e百eminate.Recently， however， with gender equality advancing within society， men are increasingly being 

expected to undertake other， non-traditionaJ， roJes. This study seeks to comp工ehensivelycapture these 

new male roles by analyzing free descriptive responses. The resuJt identified six cJusters: 1・eJiance，

being dignified， well-groomed for accompanying women， committed to the household， consideration 

for others， and honesty. One category (acc.eptance of emotiona1 expression) did not emerge among the 

clusters. Moreover， the results also indicate that 18-year-old females have more egaUtarian attitudes 

than males of the same age， and that females expect men to both take the lead of them and participate 

within the household. The relations between these constructs and dusters fo1' new male roJes and 

prior research are discussed. 
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問題

性役割は，男女にそれぞれふさわしいとみなされ

る行動や，パーソナリティに関する社会的期待・規

範，およびそれらに悲づく行動であると定義される

(東・鈴木，1991)。代表的な性役割鋭としては，r男
はイ士事，女は家事Jが挙げられる。

男性の性役割 (以下， ~}'I~t.役割)に|期しては，鈴

木 (1994b)が1994，:11三までの男性役割研究を概観し，

伝統的な男性役割を，以下の4側首iにまとめてい
る。 職業上の成功と達成 肉イ本的/精神的強さと独

立心，感情表 U~\ の ilIiJ l浪，女々しくないことである。

男性役割は 2 女性役割と比較して，男女ともに社会

的に望ましいものとされてきた(伊藤. 1978;伊

藤 ・4大津， 1983)。また，男性役割は高い地位と関
係するため，男性役割jから逸脱することは低い地位

に降り たとみなされ，社会的昔iJを下される (パック

ラッ シュ;Moss-Racusin， PheJan， & Rudm3J1， 2010)。

このため，男tl.:がqJE来の男性役告IJに沿わないこと
は，心理的な葛藤を生じさせることi)'i'椛かめられて

いる (Eisler& Skidmore， 1987; O'Neil， Helms， 

Gable， Davicl， & Wrightsman， 1986) 0 日本において

も，伊藤 (1996)が，男性は「男らしさの鎧」に縛

られていると指摘し，男性の自殺率の高さなどを論

じアこ。

一方で，男女平等の進展とそれに伴う女性の社会

進出によか性役割飢に関して変化が生じている。

女性の活躍推進に関する世論調査(内閣府. 2014) 

によると， r失は外で働き，安は家j廷を守るべきで
ある」といラ考え方について. 1992::i':j三の調査では賛

成が60.1%，反対が34.0%であったが， 2014年の調

査では賛成44.6%，反対49.4%と なっていた。 2012
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年の調査では賛成が増加したものの，年々賛成が減

少し反対が増加しており，現在では約半数の者が

性別役割分業をよしとしない意見を持っていた。ま

た，労働力鯛査(総務省統計局.2015)によると，

15歳から64-，歳までの女性の就業率は， 2015年で過去

最高の64.6%(同男性 :8l.8%)であり.15歳から

64歳までの女性で¥正規雇用の者は， 1，008万人(間

男性・ 2，212人)であった。こうした女性の社会進

出に伴い.2015年の一般労働者の女性の賃金は，

242.0千円で過去最高であっ た(厚生労働省，

2015)。男性の賃金を100としたと きの女性の賃金

は， 1989年には60.2であったが， 2015S:j三には72.2と

なり(厚生労働省， 2015) 以前に比べて改善して

きている。ただし OECD加盟国の中で， 1:1本は男

女間の賃金格差が3番目に大きい (OECD，2015) 

と指摘されている。さらに，第14回出生動向器本朔

査(匡l立社会保障・人口問題研究所， 2011)では，
未婚女性が希望するライフコースとして，子育て後

に仕事に復帰する「再就職コース」が35.2%，I両
立コースjが30.6%，r専業主夫コース」 が19.7%で
あった。 W.上の社会問査から，女性が家庭の中だけ
に留まらず，社会にlJ:lて働くことは当たり前になり

つつあると考えられる。

後jl事・償問 (2003)は3 性役害u特性認を用いて，

性役割の誌、矢11を検討した。その結果3 従来男性性と

みなされていた 「指導力のある」ゃ「自己主張でき

るjと，女性性とみなされてきた「言葉遣いの丁寧

なJとが， ともに人間性として認識されるように
なったことから，男女の役割が近づき，女性役割が

社会1:1<]に望ましいものと捉えられるようになったと

考察している。

このような性役割観の変化に伴い，男性役割に関

しても変化が生じている。

社会学者の多賀ら(多賀， 2011)は，サラリーマ

ン男性への面接調査をもとに，雇用の流動化と性別

分業の揺らぎなどのジェンダ一関係の変容を受け

て，男性性の多様なあり方が生じていると指摘し

た。具体的には， これまでの会社と強く結びついた

i国一iねな男性性で、はなく，子育てに積極的に関わる
ような男性性や 3 仕事を会社や家族のためではな

く，伯|人的な自己実現のためのものとする男性性な

どである。一方で， r男は仕事，女は家事jから， r男
は仕事¥女は仕事と家事jを経て，女性たちが「男

は仕事と家事，女は家事とj趣味(的仕事)Jという

「新専業主婦志向Jをもつこと(厚生労働省
1998)を踏まえて s 多賀 (2006)は，女性たちの経

済的に 自立する I~I 党が不完全なこ とを指摘した。こ

のような男性に対する女性の従属に 関して t

Connell (1987森・菊池・加藤・越智訳 1993)は，

女性は男性の平1]緩や欲望に自ら をあわせると して，

この従属に伴う柔順さ を「誇張された女らしさjと

称した。こうした指摘から，男性は女性から定家事

や育児への参加を求められながらも，依然として稼

ぎ手役割も求められ，男性が女性を養っているケー

スが多いと考えられる。

他には， 1]1:¥:1 (2015)が1 五日七の男性に求められ

る新たな能力として 常に相手の気持ちに配慮でき

るような「やさしさJを挙げた。ただし，男性が女
性をリ ードする官!IJであることに変わりはないとし

て， I普段はやさしいが，いざという H寺は頼りにな
るjことが必要であるとも指摘している。この指摘

からは ， 女性は男性~こ精神的にも依存している可能

性が考えられる。

心理学においては， Pleck (1976)が，男性役割

には，伝統的な男性役割と3Jl代的な到性役i!f肋fある

と主張した。伝統的な男性役割では，他者とのつな

がりは重要視されず男女関係においては親密さが

なく，女性は男性の権威に従うことを期待され，攻

撃的な言動も許される。他方で.現代的な男性役割

では対人的スキルが重要で 恋愛関係においてはや

さしさや親密さも許容され，攻撃的ではなく クール

であることが尊ばれるとされる口この指摘をli!背まえ

て，鈴木 (1994-b)は，感情に基づいた人I1JJ関係を

大切にし，感受性と思いやりを持つという，来}rたな

役割も男性にj羽待されるようになったと指J商してい
る。

男性の家庭参1311に関しては，厚生労働省(1999)

が 「育児をしない男を，父とは11乎ばない。jを3 男

性の育児参加をH乎びかけるポスターのキャッチコ

ピーにしたり， rイケメン」をもじった「イクメン」
という言葉が新語 ・流行誌に選ばれたりする (ユー

キャン， 2010)など，社会的にも当たり前になりつ

つある。

このような，男性が家事や育児などの家庭におけ

る役割を担うことに|刻しては， 1iX究知見が蓄積され
てきた。特に，父親の研究や，ワーク・ファミ

リー・コンブリクトの研究において，従来から男性

が関わっている仕事役割と，従来は女性が担クてい

た家庭役割のパランス という側面から検討されてい

る。例えば3 共働きの家庭において，仕事か家庭か

を選択しなければならない葛藤を抱えている男性

は，結婚話i~)EJ支や W\lj ネ11 1 1:1句健肢が低いこと(JJI]藤 ・金

井， 2006)や，仕事役割によって家庭役割に悪影響

を感じている男性は 2 ストレス反応が;高いこと(i可

1Il， 2015)が明らかにされている。一方で，要二が働

いている夫は，家庭に関与するほど夫婦関係満足度
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や主観的幸杭J惑が高い(伊藤 -ヰI~ 良 ， i也13j， 2006) 
という知見もある。

このように，男性役割の多様化は，若践を生じさ

せ，精神的健康を阻害する可能性がある一方で，心

迎UI<Jな適応、を促進させるi'IT能性もあり，その夕、1:1見は

ー賞 していない。いずれにせよ，これらの研究では，

性別役割分業の代表例である，仕事と家庭に関する

役割に焦点が当てられてきた。しかしs 鈴木

(1994b)が指摘するように，家庭役割以外にも感情

的な結びつきや思いやりなどが，新たに男性には求

められている。この新たな男性役割は，人をケアす

る側面と考えられ y 家庭役割はその一部に過ぎな

い。このため，家庭役割以外の側部に関する般討も

必安であると考えられる。また. これらの研究は家

族内での役割を対象としていたことから，夫婦にお

ける夫や，親子における父殺を対象とした調査で

あったが3 新しい男性役割は，程度の差はあれ， 01 
婚・未婚や世代を)t:]わず広く男性に求められてい

ると考えられる。このため，新しい男性役割を検討

するためには，夫や父親以外にも 1~f!;.点を当てる必34
均すある。

家庭役割以外の新たな男性役割に|羽する研究と し

ては 3 飯野 (2013)が挙げられる。飯!日子 (2013)は，

美容関連の企業や広告ilJの従業員や雑誌編集者など男

性7名に，男らしさとファッシ ョンや美容に関する

部接調うまを行った。そのあ以と 健康やおしゃれに気

を遣うことで， きれいでいたい，かっこよくありた

い. よくみられたいという心型が，現在の男性にあ

ることが推察された。また， 91らしさとしてやさし
さを挙げた而按協力者もいた。回中 (2015) も，大

学生を対象に行った「男らしさ」に関する調査を基

に，宿毛を控える， タイトな服装を好むなど，現代

の男性がおしゃれに気を追うと許している。鈴木他

(2014)がお歳から64i設までの男性を対象に行った，

下着と男性の心理に|羽する研究においても，気合い

や異性へのアピーlレの他に，男らしくなるために下

着にこだわることがi列らかとなっている。このよう

に，おしゃれへの関心も 3 男性の新たなイiUi値観とし

て存在す るI汀能性がある。

新しい男性役割を測定する尺度

JJ、」このように，新たな男性役割の複数の1WJ'I而が台
頭していると考えられる。このような新しい男性役

割を測定する尺度としては， Traditional-Liberated 

Content Scale (1'LCS; Fiebert， 1983). Opinions 

About Men's Roles (OAMR; Scherrer， 1990)， JJ見男

性役割態度スケール (SARLM;鈴木， 1994b)， 

Male Role Norms Inventory (MRNS; Levant et a1.， 

1992)の下位尺)支NontraclitionalAttitude (Levant & 
Fischel~ 1998)，現代 日本における男らしさ測定尺

度(大石-北方， 2013)，が挙げられる。

これらの尺度で測定されている，新しい男性役割

に関するiWJ而は，以下4つであると考えられる。第

]は， Pjrtlさからのj将放Jに関する1!!1J町である。こ
の1H1J聞には，従来の男性役割jで必要とされた，社会

的な地位の高さを求めない態度が合まれる。この点

は， 多賀らが指摘する t 会社や稼ぎ手という役割の

みに料られない男性の新たな役割を示してお り，例

えば， TLCS の「仕事で、の)~瓦J}J を失うことは，男性

が人生で失敗したことを表すわけではないJ(以下，
英語文献の尺度の邦訳は すべて第 1著者が行っ

た)が該当する。また，肉体的な1虫さや!~'I背表出の

がIli!i!Jに関しては否定IY0である。例えば， SARLMの
「男性は弱音をはいたり涙を人に見せたりしてもよ

いj が該当する。さら に，女性的な行部Jや |苛I~I:I笥で

の殺寄さに関しでも 寛容で、あ 1)，SAlミLMの「向性

愛の友人を持つことに抵抗はないjが該当する D こ

れらは，すべて，伝統的な男性役割に沿った強い男

性とは異なる男性の姿を表している。

第2は， ["家庭への参加jに|渇する側面である。

この側而は，従来は女性役割で、あった家庭役割を，

男性も行うことに関する肯定的な態度を表す。 具

的には' 家司事立およ びび、育J児i巴さへの参力加|日lや? 仕事と家庭の
両立に関する項目から成る。例えば， OAMRの f夫
のために裂が食事を作るなら，夫がおJIJJを洗うべき

であるJや， SARLMの「男性は家事に参加するこ
とで家族の一員としての意識が高まるJが，この側
面に該当する。この側面は， ["夫は外で{助き，委は

家庭を守るべきである」という考え方におjして反対

の意見を持つ者が多いこと(内閣府， 2014)や，[-イ

クメン」の流行(ユーキャン， 2010)など，男性が

家庭役割を行うことが求められているJJI:j犬と合致す

る。

第3は， I.'(l;l、いやり jに|到する側市iである。この
側面は，誠実な態度や 従来は機能的であった女性

との関係 (Pleck，1976)においても， {憂しさや親密:

さを許容する態度から構)$(される。例えば，r現代
日本における男ら しさ測定尺度jにおける「公平で

あるJ， ["中I11土的である」ヤ，Mlむ'JIの「男性はパー

トナーを愛するべきだJなどの項目が挙げられる。
この側面は，鈴木(1994b)が指摘する，感情的な

結びつきや思いやりといった新たな制ji他仰を反映し

ていると考え られる。

第4は， ["おしゃれへの関心」に|渇する側面であ

る。「現代日本における男らしきり!IJ定尺度Jにおけ
る「見た目のよさJI羽子が該当し， ["スタイルがよいj
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「センスがよいJrファッションを楽しむJなどの項
尽から Jæ る。~荻野 (2013) や問中 (2015) の指摘し

おしゃれに気を遺う男性の姿を示している。

以上のう;1]見および尺度研究をまとめると，新たに

男性に求められる役割として， n虫さからの解放J，
「家庭への参力lJJ.r思いやりJ. Iおしゃれへの関心」
が考えられる。本研究では，このような，従来の研

究で指摘されてきた男性役割(職業上の成功と達

成， 肉体的/精神的強さと独立心，感情表出の制限F

女々しくないこと;鈴木， 1994b) とは呉なる，新

たに男性に求められる役割からlD!:る男性の性役割

を， r新しい男性役割Jと定義する。ただし，以上
で示したような企新しい男性役割の側面に関して

は， これまで網羅的に把握した研究は行われてこな

かった。そこで¥釈しい男性役割の側而に関して 3

網羅的に把揮し構成概念を探ることを目的とし

て，大学生および専門学校生を対象にして自由記述

形式による調査を行う。

方法

調査期間

20151i三 6)，:J 0 

誤査対象者

東京都の 4:i'1三制女子大学，神奈川県および茨城県

の4年制国立大学に通う大学生，および、栃木県の専

門学校に通う専門学校生で¥計449名(男性211名3

女性222名，不IiJ-H6名 ;M= 19. 1OiiT~， SD = 2.25) か

ら回答を得た口

調査方法

調査は，授業11寺!日1の前後に集合調査形式で行わ
れT 教示と舵布， ，互いi又は，第 1著者もしくは授業の
担当者が行った。

質問紙では，まず，性別と年齢を尋ねた。次に 3

伝統的な男性役割に関して自由記述形式で、尋ね1::'0

ただし，今18]の分析では使用しなかっt::.o次に 3
新

しい男性役割に関して自由記述31~式で尋ねた。な

お，質問紙では 7 分かりやすくするために，新しい

男性役割ではなく， I新しい男らしさjと称した 1)。

1)教示文!点以下の通りであった。

ヰζJりf究では{来Ij'しい男らしさjに注目しています。
「新しい男らしさ」とは， I男も家事をするべきだJ，
「人に対して援しくあるべきだJ.r男も外見(こ配慮す
るべきだjなどが男性に求められるようになっている

という考え方です。以下では， こういった f新しい男
らしさjについて伺います。開Jしい男らしさjとして主

さらに，新しい男性役割を求められるような場面お

よび誰から求められているかに関しでも尋ねたが，

自由記述の分類を行う際に参考にするにとどめた。

最後に 3 平等主義的性役割スケール短縮版

(SESRA-S;鈴木， 1994a) への回答を求めた口

SES乱ιsは，性役割に対ーする態度に関して，
志向性または伝統志向性の程度を測定するもので，

15項目から成る。「以下の考えは，あなたの考えプ7
にどの程度あてはまりますか」と教示しさ各項目に

5件法で回答を求めた。

結果

SESRA-Sに関する分析

尺度構成 SESRA-Sに関して，各項目の田谷を

合計して項目数で割った平均点を算出しを SES恥ιs
得点とした (M= 3.57， SD = 0.56)。得点が高いほど，
平等的な|的支部態度を有することを表す。本研究の

サンプルにおけるクロンパックのα係数は .85で

あった。

新しい男性役割の構造に関する分析

新しい男性役割に関する自由記述の分類 心理II学

を専攻する大学院生2名が，内容の類似、性に基づい

て自由記述回答を分類し，心理学を専1111とする教員
カち子類内容をした (1able1)。その結果， I料F
担!ができるJ(35件)， I家事を行うJ(86{~!二)， I育児
を行う J(116件)， Iレディ・アアーストJ(15件)，
「女性に優しくするJ(20件)， I女性への気遣いJ(25 
件)， I平等志向J(17件)， I肉体的な男らしさJ(14 
件)， i身だしなみを整えるJ(35件)， iコミュニケー
ション力が高いJ(151*入「権j政的でないJ(1 91~!二)， 

「リーダー的志向J(20件)， i賢さJ(13ヂ1:)，
を出iげない強さJ(11件)， iやさしさJ(43件)， I助
ける・協力するJ(13件)， l'誠実さJ(27件)， I気を
配るJ(34件)， i !(f;'!i奇表出の許容J(41~!:) の 19カテ

あなたが思いつくものをできるだけ多く挙げてくださ

い。また，それらはどのような場面で必安だと忠v'ま
すか。あるいはだれから求められると思いますか。例

に従ってl 以下の空掛!にあなたの忠ドつくものを自由

にお書きください。思いっかない場合は [141いっかな

いi覚えていない場合は「党えていないjとお書き
ください。なお，社会で一般的に思うことでも，個人

的な体験やご志、見でも梢いません。

( 1列)新しい男らしさ:男は他人に配婚すべきだ
状況・ j易而 サークルで、の話し合い

計í~から友人

なお z 実際にはこれらの例を棋に並べ，その下に回

答欄を 7行設けた。
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ゴリーを生成した。これらのカテゴリーに含まれな

かった 18:1答は「その他J(23件)としたが，以降の
分析には合めなかった。

新しい男性役割の構造上記19カテゴリーについ

]、ilble1 

て，各カテゴ1)ーに属する記述がある場合は2. 記

述がない場合は iとして数値化した。その後，

化理論理類(tJ、下P 数量化III類)を行い. 1.2 iliill 

のカテゴリースコアを算出した。ffiIl布団イ[白は)11&

新しい男性役割カテゴリー記述例

クラスター カテゴリー 記述例
件数

カテゴリークラスター

賢さ iiE力が!i;iJい

頼りになる
訟がよくあるべき 13 

意思をJlJlげない強さ 文句を言わない

しっかりとした意思を持つべきだ 11 24 
Ij~J 科河内な男らしさ 運動能力がある

当ど々としている
鍛えるべきだ 14 

リーダー的志向 堂々とするべきだ

場をまとめる役割がある 20 34 
料理!ができる 料日!ができる 35 
家事を行う 家事を行う 62 

家淀への参加
育児をお:う 育児を行う

イクメンになるべき 92 
家kjJを行う 育児を行う日ijHに該当“)家庭への積極的な|拘わ1)

家事も育児もするべきだ 48 237 
レデ、イ・ブアースト レディ・ブアースト 15 

女性を 女性への気遣い 男性がデートの計画iを立てる
コ二スコートする 女性を気遣う 25 
かっこよさ 身だしなみを整える おしゃれを楽しむ

外見 身なりを気にする 35 75 
コミュニケーション力j)fi有い 聞き上手になるべき

百五1:::1い 15 
気をi配る 気遣いができる

気がヰIjく 34 
他者への配慮 やさしさ {憂しい

寛大で、ある 43 
権威的でない 女性を頼る

)!&張ってはいけない 19 
ムー恒:に優しくする 女性に優しくするべき 20 131 
工17.等志IIlJ 女性を差別しない

男女平等であるべきだ 17 

誠実さ
誠実さ デリカシーがある

誠実さ 27 
JJjJ ける・協力する 協力的である

回っている人を助ける 13 ひ5iヴ

感情表出の許容 泣 lrミてもよい

i戻を見せてもよい 4 4 

そのイ也 23 23 

585 
口)家事を行う T=Y y，己を行う同プfに該当する記述 (24手1:) は，件安女を 21音 (481~1二)に換算した。
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に.082，.071， .067であった。算出された 2~ilU まで

のカテゴリースコアを用いてクラ λ タ一分析

(ウォード法)を行い， 6つのクラスターをす111出し

たG カテゴリースコアのプロット図とクラスターを

FigureJ 

第]に， I賢さよ「意思を IJJ~ げない強さ j でまと

まるクラスターで， r頼りになるjと名付けたD 第
2に， I肉体的な男らしさJ.rリーダ一的ァι|古uで
まとまるクラスターで r堂々としているjと名付
けた。第3に， iレディ e ブアーストJ， 1女性への
気遣いJ， 1身だしなみを整えるjでまとまるクラス
ターで， r女:'1生をエスコートするかっこよさjと名
付けた。 JJ，_j二3クラスターは第1象|浪にまとまっ

た。第4に， I料理ができるJ， I家事を行うJ. I育
児を行うJでまとまるクラスターで， r家庭への参
加uと名付けたo ['家庭への参加jクラスターは第
2象限にまとまった。第 5に， Iコミュニケーショ
ンカが高いJ. I気を配るJ， 1やさしさJ， I権威的で
ないJ， I女性に優しくするJでまとまるクラスター
で1f他者へのí~[ll引と名イすけた。 f他者への í~cl意j

クラスターは第 1 ・ 4 象 líJ~にまとまった。第 6 ~こ争

f平等志向J. I誠実さJ. f-JJ)Jける・協力するJでま
とまるクラスターで， r誠実さjと名イー;J‘けた。 r誠実
さjクラスターは第4象i現にまとまった。なお 11住

3象限に布置した 11感情表出の許容」は，クラ

スターとしてまとまらなかった。

感情表出の

許容+

10 

第2軸

5 ・4

四10J 

新しい男性役割 1軸・ 2軸のサンプルスコアに

関する分析

相関分析 新しい男性役割と平等主義的性役割態

度との関連を検討するため 数量化J[類によって算

出されたサンプルスコアと SESRA】S符~ }~:の相関千系

数を求めιた (1able2)。その結果， 11¥1111および2*111

共に有意な結果は得られなかった。男女別に ~~(IIJうし

た，サンプルスコアと SESRA-S得点の相関係数も，

1 nilllおよび2Jjilll共に有意ではなかった口

性別と年齢による 2要因分散分析 続いて，数量

化JlI類によって算出されたサンプルスコアを従属変

数として 3 性別と年齢の2安|主!分散分析を行った

(Table 3およびTable4)。その結果， 1 111111では交互

作用が5%水準で有意で、あった。交五イir=Aについ
て， 18歳において 1%水準で性別の単純主効果が有

五三イ本

男性

女性

IJ， 18歳男性が正の方Iti]， 18j;長女性が負の方

Table 2 
新しい男性?支制 1. 2 jlilllのサンプルスコアと

SESRA-S得点のオElI羽イ系数

ヰElI関係数

1 IIi!1! 2 j!~h 

一.01 一.06

.09 一.02

一.08 一.08

Figur・e1 窺「しいお'性f支i~IJ カテゴリースコアのプロット [%10
i主)IIBみ総はクラスターを表す。
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向であった。 19歳. 20歳以上においては g 性別に有

意差はみ られなかった。

21liillで、は性別の主効果が5%水準で、有意でkあった

が，交互作用は有意で、はなかった。性別の主効果に

ついては，男性カf負の方向，女性が正の方向であっ

た。なお. ll!ilhで、有意廷の見られた18蔵男性と18歳

女性と. 21lilllで、有意差の見られた男性と女性に|刻し

ては，見やすさのために平均値を10倍して FigureJ 

にプロ ットした。

男女別の各ク ラスターに属する記述の有無 21j!111 

で性別の主効果が有意であヮたため，迫力!めー汁Ji'とし
て，クラスターごとに〆検定を行い，男女で各ク

ラスターに属する記述の有無の割合が呉なるかどう

かを検討したぐ1able5)。その結果. i女性をエス
コートするかっこよさJが 5%水準で. I一家庭への
参加」が1%水準で、 それぞれ有意であった。どち

らのクラスタ ーも，男性よりも女性の方が記述した

割合が有意に多かった。

Table 3 

考 察

本研究では，新たに男性に求められている男性役

割にi現して J 網羅的に把握し 2 構成概念を探ること
を目的として， 自由記述形式によ る制;査を行った。

以下では，生成された 6つのクラスターに関して，

先行研究から導出された 4側而との対応関係を説明

する。その上で，本研究の7室、義とi初出を述べる。
先行研究のなu見を まとめると J 新しい男性役者iの
側面は. i強さからの解放J. i家庭への参加J，1思
いやりJ.1おしゃれへの関心jが考えられた。他方
で，本研究では，参加者から待られた自由記述を悲

に，新しい男性役割の構造に関して，数量化皿

クラス夕一う子4布?i'により1食討討.したA古身L' 以下のクラス
ターを生成しプこ。

第 1に，資く，はっ きりとした意思l、を持つよ うな

「頼 りにな るJことである。 第 2に，男らしい体つ
きで，周りの人を引っ張っていくような f堂々とし
ている」ことである。これら 2つのクラスターは，

鈴木(1994b)が指摘した 「肉体的/i'Mi-lll的強さと

新しい男性役割 1. 2 Jj!111のサンプルスコアに|刻する 2要因分散分析の平均と標準偏差

11M) 2 ililll 

↑注目Ij 年iMi31t:i: n M S'D 1'1 M S'D 
18歳 115 0.15 1.16 115 0.13 0.95 

男性 19h!t 67 -0.06 0.62 67 -0.24 0.87 

20歳以上 28 0.16 1.24 28 -0.30 1.2J 

18#z 74 -0.34 0.66 74 0.07 0.67 

女性 19i荻 89 o蜘05 1.09 89 0.00 1.05 

20i歳以上 59 。‘05 1..12 59 0.14 1.18 

rlable 4 

新しい男性役割 1. 2 Jl!lhのサンプルス コアにl到する 2安Ibl分散分析

161子 SS dj MS Ffid[ 多重比較
.) 

77 {i 

'1当日Ij 2.31 l 2.31 2.29 .01 

年出合3~I:Y: 2.21 2 1.11 1.10 .01 

1 Jj!111 位jJIj，.ゴI:.N，時3{洋 7噛38 つ 3.69 3.66 * 18:93性>18:tz'性*本 .02 
さH?:3f.Jt日 429.66 426 1.01 

全体 441.81 431 

性別 3.97 i 3.97 4.19 * 女性〉男性 ul 

il三時令31河 4.38 つ 2.19 2.31 .01 

2 jl!ll， HJjJIJ ，. !rF- i#令 3~洋 3.86 2 1.93 2.04 .01 
弓fi~~~コ1乞二 403‘72 426 .95 

全体 413.58 431 

u:)リ<.05.日戸く01中交込工作HJの多量比較は Bonferror刀法による。
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独立心Jに該当し，伝統的な男性役割の側商である
と考え られる。

第3にP 身だしなみを整え 2 女性への気遣いをす

るよう な f女性をエス コートするかっこよ さjであ
るD このク ラスターは P 先行研究から導出されてい

た 「思いやり 」と 「おしゃれへの関心J~こ該当する。
ただし，女性をリードするといっ点で、は，伝統的な

男性役割に近いとも考えられる。

第4に，家事や育児に積極的に関わるような「家

庭への参加jである。このクラスターは，先行研究

から導出されていた「家庭への参加IJに該当する。
第5に電 コミュニケーション をよくと りミ優し〈

人に接し威張らないような「他者への配慮」であ

る。第6に，説にも平等に按し他者と1治問するよ
うな 「誠実さJである。これら 2つのクラスターは，
先行研究から導出されていた「思いやりJに該当す
るq

11感情表出の許容」 カテゴリーに関しては，クラ
スター としてまと まらなかったが，先行iulヲEから導
1:l~1 されていた 「強さからのJíjI(:JI女 J (，こ該当する。

以下では，伝統的な男性役割であると考えられ

る，i頼りになるjと 「堂々としている」以外のク
ラスタ ーに関して，先行J切:究と比ij[交する。

「)31いやり jの側団と考えられるク ラスタ ーは，

「女性をエスコートするかっとよさJ，i他者への配
慮J，i誠実さjの3つであっ た。これらは，鈴木
(l994b)が指摘する.r感情に基づいた人間関イ系を
プて切にし 2 感受性と思いやりを持つ」という新たな

男性の役割を反映していると解釈される。先行{ul究

の:3iHYtでは，「.ELいやりJという広義の側商として
叫えられたが，その内容がさらに 3側而に分かれて

いると推察される。これら 3側面に関して，思I，¥;三や

る対象に f主I~I; を当 てると， i他者への配慮」と「誠
実さ」は， 一般他者に対ーする「思しヨやり」であり， r女
性をエスコートするかっこよさJは，女性に対する

「思いやり Jである と考え られる。この捉え方をす
れば， 「思いやり jは対一般と対女性という 2つの

方向性を有すると解釈される。

対一般と なる， i他者への配慮」と「誠実さ」は，
従来の女性的な特性である共向性とも考えられ，自

分を取り巻く人間関係の維持に貢献するような「共

同 '11の高さ」が， 男 'I~j:_にも求められていると考えら

れる。一方， r女性をエスコートするかっこよさj
に関しては，伝統的な男性役割である女性のリ ード

という側面に， í思いやり J が加わった 71~のクラス

ターであ るとf!Ji(:~R さ れる。この点は， EEJ 1:1コ(2015)

が指摘する， r普段はやさしいが，いざという 11寺は
頼りになるJ男性{象を表していると考えられる。ま
た， r身だ しなみを整えるjカテゴリ ーが 「女性を
エスコートするかっこよさjに含まれ， iおしゃれ
への関心」 という側面は，独立したクラスターとし

てi:flj出されなかった。 衣}jlzは呉e'lg:へのアピールをl喚
起する ことを意図して選択される(鈴木他， 2014) 

ことを踏まえると， 1身だしなみを準える」ことが，
異性を港、き付けるために行われる，奥性に配)，，!1Rした
行lli-;Jであるため，女性への気遣いと同一のクラス

ターを形成したと考えられる。

「家庭への参加Jの111'JITfiは 2 本1i3r先においても「家
庭への参加」クラスタ ーとして生成された。この側

面は， TLCS (Fiebert， 1983) や OAMR(Scherrer， 

1990)， SARLM (鈴木， 1994b)においても抽出さ

れている。また， r夫は外で働き，裂は家庭を守る
べきである」という性別による役割分担に関して

は，否定的な意見が半数を占めていることが明らか

になっている(内 I~IJ仔 2014) 。こうした知見を踏

まえれば，女性のみが家庭役割を担うのではなく，

男性も積極的に家庭役割を担う 姿勢が求められてい

ると考えられる D

なお，弱音をl!:l::く ，1戻を見せるといった「感情表

出の許容jに関しては 件数が少なく，クラスター

Table 5 
労þ:~1jの各クラスターに属する記述の有無

記述なし 記述あり

クラス ター 11 男性 女性 抑制 女性 枚定

1誤りになる 433 46.0% 49.2% 2.8% 2.1 % 7. :!O) = 0.63， n.5. 

1佐々としている 433 44.8% 48.5% 3.9% 2.8% ス，2(1)=1.22，12・5.

女性をエスコートする
433 43.4% 42.0% 5.3% 9.2% ズ2(1)= 4.41，戸く.05

かっこよさ

家庭への参加 433 32.1% 27.5% 16.6% 23.8% ;r¥1) = 6.77， 戸く.01

他者への配慮 433 36.7% 37.9% 12.0% 13.4% 7.2(1) = 0.13， 11.5. 

誠笑さ 433 43.4% 45.5% 5.3% 5.8% だ2(1)= 0.01，η.5. 

7司司
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としてまとまらなかった。先行研究を併せた見解で

は，社会的な地位を必要としないことや，感情を押

し殺す必要はないという「強さからの解放」が，新

しい男性役割の側面として存在すると考えられた。

しかし，そのようなクラスターはお11出されなかっ

た口この結果に関しては，大学生を対象とした調査

であるためと考えられる。大学生は z 男女が同じよ

うに活躍するような環境や，男女平等を誠う教育に

よって 3 平等j'jむな意識をもつために，そもそも男性

が強さを求められたり 強さに押しつぶされたりす

る場面が少ないと考えられる。一方で 2 新しい男性

役割の調査項目において 伝統的な男性役割である

「頼りになるJと「堂々としているjが抽出された
ことから， r~rti さからのWí:放J の側面が男性にあま

り認められていないとも考えられる。男性が弱さを

ることは女々しいことであり，女々しい言動

は， 1王ゴ先的な:if:l'lt役割である[-:女々しくないことJ
(鈴木， 1994b)に反する行為であるため 2 依然とし

て忌避されている。このため，男性は， r強くなけ
ればならない」という伝統的な男性役割の鎧(伊藤 2

1996)に縛られている可能性が推察される。

SESRA-S 得点と新しい男性役割 1・2111111のサンプ

ルスコアとの相関係数に関しては，手J:'さぐな結果は得

られず， 6つの側而問で，性役割に対ーする伝統志向

性や平等志向tl:には，差がなかった。他方で?
SESRA-Sが，本研究で明らかにした男性役割の側

面とは異なる性質の現象を測定している可能性があ

る。 SESRA-Sは，女性のf動き方や家事・育児の取

り組み方， IEI姓の使用に関しての項目から成り，主

に女性の性役割への態度を測定していると考えられ

る。一方で 2 本研究では男性の性役割にi期する 6つ

の1H1JU立カヲ rY=Jらかになった。これらの 1H1Ji面は，
SESRA時Sでは測定されていない概念であるためP

SES孔ιs得点との関連がみられなかったと考えら
れる。

性別と年齢の 2安!玉|分散分析では， 1111111上で18歳

男性が:fE.の方向， 18)長女性が負の方向に，それぞれ
された。 11[1111は3 正の方向にいくほど{云統的な

クラスターが，原点近くから負の方向にかけては平

等的なクラスターが それぞれ布置していた。この

ら， 18歳男性は伝統的な考えを有し， 18蔵女

性は平等l拘な考えを有していることが示唆される。

女性の方が平等意誌の高まりが早く，大学初期には

これまで育ってきた環境やそこで育まれた態度が影

響しやすいためF 大学に入学したばかりの18歳で

は，男性よりも女性の方が平等的なクラスターに近

くイli世されたと考えられる。

21[1111上で、は，男性が負の方向 2 女性が正の方向に 3

それぞれ布i置された。 iやでも 「女性をエスコート
するかっこよさjと「家庭への参加jにl到して，男

性よりも友性が多く記述していた。これらの結果

はE 女性は，おしャれ?な身なりをして女性をリー 1ご

してくれることと z 女性が担ってきた家庭役割に参

加iすることが，共に男性に求められていると故し

ていることを表している。従って，男性が女性に対

して男らしく振る舞うためには，多重役寄りを担うこ

とが必要になると示峻される。

女性は男性よりも平等的な考え方を持っていたこ

とに力¥]え，女性の就業率がよ釘・していること(総務

省統計局， 2015)や，未婚女性の理想のライフコー

スとして「再就職担」ゃ「両立型Jが多かったこと
(忠立社会保障・人口問題研究所， 2011)からP 現

代の女性は自らが働くことに対して肯定的であると

推察される。一方で，従来の性役割に基づき，家庭

役割を女tl:に求めるj乱期は未だ根強いため，働く女
性は仕事役割と家庭役割を共に担う，多重役割の状

態になりやすい。本:(iJf-究において，女性が男性に対

して多重役割を求めていた背景には，女性自身が多

重役割を担っていることが関連していると考えられ

る。この関連については 2つの解釈がpHiEであろ
う。第 l に，一定の未婚女性が r~lij立型j のライブ

コースを受け入れていることを踏まえればy 女世:た

ちは多重役割をこなしていこうと努力している。故

に，男性に対しても，仕事だけで、なく家庭に関与す

ることを当たり前と考え，家族において男女がとも

に仕事にも家庭にも責任を持ヮ状態を好ましく怒っ

ている可能性がある。第2に，女性は自分が望むよ

うに生きたいと思い 自分たちの多重役割の責任を

肩代わりしてくれる男性を望ましく思っている可能

性がある。こうした考え方から， I家庭への参加IJ
の女性の記述が多かったと考えられる口

また，女性は「新・専業主婦j志li5JJを持つこと

生労働省， 1998)や，女性は男性に対してやさしさ

を求める反面，女性をリードしてくれることも求め

ていること(出 1=1:1，2015)が指J詰iされてきた。さら

に，女性の経済的地位は依然として低い (OECD，

2015)ため 2 女性が男性に依存しやすい立場にいる

ことが推察される。こうした理由から 3 女性は，や

さしさと(かっこよい)リードを併せた女性への気

遣いが，男性に求められる役割であると認識し「女

性をエスコートするかっこよさJにおいても，女性
の記述が多かったと考えられる。

これらの結果と先行TiJI:究の知見を併せると J 新し

い男性役割は， r強さからの解放J，1家庭への参加IJ.
「女性をエスコートするかっこよさJ， I他者への配
慮J， I誠実さ」から構成されていると考えられた。
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本研究によって，業Jj'しい男性役割の側面を網羅的に

把;患できたことに力J]えてs 伝統的な男性役割の根強

さも向11寺に示唆されたことは， 日本における今後の

男性役割研究にとって重要な意味を持ワと考えられ

る。加えて s 女性は男性に対して，複数の役割を期

待していることが示峻された。こうした男性~こ対ーす

る多設役割の期待は，男性の精神的健康を阻害する

可能性がある(加藤・金井， 2006; f巧133，2015)一

方で，心理的な適応が促される可能性もある(伊

藤・ i:l~ 良・池田， 2006)。今後は，男性役割の側市

のみならすべ男性役割に伴う男性の心理!に関するさ

らなる知見の蓄積が望まれる。

最後に，本研究の諜題として F 以下3点が挙げら

れる。

第 1に，一般化可能性である。本研究では，大学

生および専門学校生を対象に調査を行ったが，他の

年代が捉える男性役割は異なる可能性があるため.

新しい男性役割の側面がv イ也の年代にも共通してい

るかに関して検討する必要カすある。第2に，新しい

男性役割が生じた背景を採ることである口本ii3f究で

は，新しい男性役斜のいくつかの側面がrJll出された
が，新しい男性役割がなぜ求められるようになった

のかに関しては，あまり1食討されていない。このた
め，新しい男性役割が求められる心酒i的な背景を採
る必要がある。第3に2 伝統的な男性役割との関係

性で、ある。本J研究では， {'云統的な男性役割に関する
1WJiillも抽出され，現代の男性にも求められている可
能性が考えられた。このため，伝統的な男性役割と

新しい男性役割がどのような関係を帯びているのか

を枚討する必要がある。
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